
実用化に向けた課題	

• 老化、動脈硬化性疾患で上昇する分子
を同定している。 

• RNA抽出はキットで簡便に行える。 

• 当科の患者100人以上ですでにcDNA

をバイオバンクとして登録している。 

課題 

• cDNA化のオートメーション化 

• バイオバンクの作製 
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正常　動脈硬化性 

　　　　　　疾患	


血球 

老化マーカーAは動脈硬化、肥満などの 

加齢関連疾患で発現が上昇する	
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通常食　   高脂肪食	
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野生型　動脈硬化モデル 

　　　　　　　　マウス	


マウス大動脈	


R
N

A
発
現
レ
ベ
ル

	


0"

0.5"

1"

1.5"

2"

2.5"

normal" CAD+PAD"

SAGP%

m
R

N
A

 

 

 

013-2015 67  

 

 

R
N

A
発
現
レ
ベ
ル

	


想定される用途①	


• 健康診断で 心血管疾患 リスク評価 
2.5ml 血液を追加で採取するだけと簡便。 

動脈硬化 自覚症状が乏しく、心筋梗塞や脳梗塞 予防が重要。 

病気 予防に使用できれ 社会へ 貢献度 極めて高い。 

狭心症、心筋梗塞 リスク　◯倍 

脳梗塞 リスク　　　　　　　　◯倍	


老化	


想定される用途②	


• 生活習慣の改善や薬の投与前後での治療効
果判定 

遺伝子検査とは異なり、その時の状態を評価できる 

今回（薬内服後）	


前回（食事・運動療法）	


前々回（治療前）	

老化	


新潟大学大学院医歯学総合研究科  
循環器内科学 教授 南野 徹 

新 潟 大 学 

血球の老化マーカーを測定することによる 
鋭敏な血管老化指標  

本技術の問い合わせ先   新潟大学 地域創生推進機構 
                   TEL：025-262-7554 FAX：025-262-7513 E-mail：onestop@adm.niigata-u.ac.jp 


